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〔プロジェクト研究センター設置期間：令和6年10月～令和11年3月（予定）〕

蒸暑地域湿害研究センター
センター長 中 嶋  麻起子（なかじま まきこ）／工学部　建築工学科・准教授
共同研究者
（学　内）

センターの概要

【分　野】
建築学（建築環境・設備）

【キーワード】
蒸暑地域、高温多湿、結露、カビ、劣化

（1）主たる研究分野

（2）研究概要
　本研究センターは、夏期蒸暑地域における湿害問題の根
本的解決を目的とし、室内環境の適切な制御に基づく健康
で快適かつエネルギー効率の高い住まい方の確立を目指す。

蒸暑地域
・年間を通じて高温多湿な地域
・夏期でも極端な高温にはならず、また冬期でも気温が10℃
を下回ることは少ない
日本：九州南部～沖縄地域
世界：東南アジア、オセアニアなど

湿気による問題（湿害）
　室内、天井裏、壁内などでの結露、カビの発生
　それらによる内装材、収納物、家具などの汚損

坂本　英輔（さかもと えいすけ）／工学部　建築工学科・教授
岸本　貴博（きしもと たかひろ）／工学部　建築工学科・講師

安福　　勝（近畿大学 建築学部 建築学科 教授）
太田　周彰（住宅みちしるべ 代表取締役・
　　　　　近畿大学 建築学部 非常勤講師）
小椋　大輔（京都大学大学院 工学研究科 教授）
下地　洋平（（株）クロトン／クロトン設計）
松田　まり子（松田まり子建築設計事務所）
藤田　浩司（近畿大学 生物理工学部
　　　　　人間環境デザイン工学科 准教授）
三浦　尚志（国立研究開発法人 建築研究所）

研究概要

共同研究者

日本の夏期の平均露点温度の変化

　近年の気候変動により、蒸暑地域は地球規模で拡大し続
けている。高断熱・高気密化の技術は冬期対策として有効で
あるが、蒸暑地域では通気性や除湿性能とのバランスが重
要である。

　本研究センターは、対症療法としての除湿に頼るのでは
なく、建築的・環境的に持続可能な予防策を提案することで、
将来的なグローバルスタンダードの確立を見据えている。

現在の蒸暑地域とSP5‐8.5シナリオにおいて今後蒸暑化が予測される地域

研究成果等（１）研究成果

（3）実績（論文・特許・共同研究・産学連携・補助金）等

•湿害発生条件の類型化
•断熱・気密・換気・空調・除湿を組み合わせた対策検討
•講習会を通じた実務者への知識普及
•住宅設計・改修、維持管理、結露・カビ対策への応用

（2）今後の展開・応用分野等

研究成果等

講習会の様子＠沖縄

観測装置の設置＠沖縄

口頭発表／
中池大空・小椋大輔・中嶋麻起子・安福勝「蒸暑地域のRC造住宅における高湿問題に関する研究：梅雨期のカビの発生リスクを抑える空調方法と断熱気密改修効果の検討」
日本建築学会近畿支部研究報告集 環境系，第65号，pp.49‒52，2025年6月
Sora Nakaike, Daisuke Ogura, Makiko Nakajima, Masaru Abuku; Investigation of Hygrothermal Control and Architectural Measures to Reduce Mold Risk in 
RC Detached Houses in Hot and Humid Regions, The 12th International Conference on Indoor Air Quality, Ventilation & Energy Conservation in Buildings 
(IAQVEC 2026), May 18-22, 2026 

外部資金／
科学研究費助成事業 基盤研究C（2024～2026年度） 
鹿島学術振興財団研究助成（2025～2026年度）

講習会パンフレット

研究成果

①実建物調査
•蒸暑地域住宅における湿害発生状況を把握
•室内温湿度、建物条件、空調運用を整理

②定量評価
•数値解析によりカビ発生リスクを評価
•対策時のエネルギー消費量を比較

③対策提案
•暖房、除湿、断熱化、気密化の効果を比較
•建築性能向上と運用改善を組み合わせた湿害対策
を整理

実務者教育・知識普及

蒸暑地域湿害講習会の開催
2025年7月：「入門編」
　湿気・伝熱・結露、蒸暑地域の湿害問題を解説

2025年11月：「応用編」 　
　結露判定、除湿負荷、夏型結露防止策を解説

2026年3月：「発展編」 　
　温湿度・表面温度測定、露点温度・表面相対湿度に
よる評価手法を解説 

実務者が湿害を定量的に理解し
設計・施工に活用するための知識普及を実施


